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無生戒の受戒儀 について

任 圓 映

は じ め に

仏教において戒律問題は,極 めて実践的な課題といえる。そのため,戒 律を

どのように受け止めるかについての意見 も様々である。その結果,戒 律問題は,

長い歴史の上でその見方が変わるようになり,つ いに止悪行善 を基本とする戒

の精神を重要視する傾向を持つようになった。そして,そ れが明確 に表れるの

が,受 戒儀式においてである。
!)

別稿において,大 乗菩薩戒の特徴の一つである自誓受戒 について検討したと

ころ,禅 思想 と戒の精神を契合させようとしたものが見つけられた。いわゆる,
2)
無生戒 と呼ばれる戒である。それを本稿において紹介する。

無生戒が端的に見 られるのは,韓 国で発見された 『文殊師利菩薩無生戒経」

(宝物文化財738号,通 度寺聖宝博物館保管,以 下 『無生戒経』)と 「文殊最上乗無生
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戒法」(海印寺博物館保管,以 下 「無生戒牒」)である。本稿では無生戒の受戒儀iを

把握するため,「無生戒牒」を取り扱 って考察する。そ して,無 生戒を広 く流

布させた指空(?-1363)の 足跡を辿 り,歴 史的な背景を眺める。その上 「無生

戒牒」を紹介 し,受 戒儀の内容を通 じてその思想的背景を論及 していくことに

する。

無生戒に関する従来の研究

本題 に移 る前 に,ま ず無生戒に関す る従来 の研 究成果 につい て述べ てお く。

無生戒 の資料 となる 『無生戒経』 と 「無生戒牒」は,韓 国で発見 され た貴重

本である。そのため,今 までの研究 は,韓 国 を中心 に行われて きた。但 し,そ

れ らの研究 は,無 生戒の研 究 というよ り,無 生戒 を普及 させた指空 とい う人物

の研究が主 としてな され,無 生戒の研 究 については,ほ とん ど注意が向 けられ

て こなかった。

先 行研 究 の中 で 注 目すべ き成 果 と して は,許 興植 の 『高 麗呈 音辺 印度

釧 号暑一一一指空禅賢(TheLightofIndianBuddhismTransf・rmedinMedieval

K・rea)』 が 挙 げ られる。 これは,指 空研 究の先駆者である許興植 が,1997年 ま

での研究成果を纏 めた ものである。そ こには,指 空 の生涯や著作,思 想な どが

記 されている。特 に注 目を引 くのは,現 在 まで発見 された四つの 「無生戒牒」
3)

(妙徳戒牒,獺 翁戒牒,i瑚 林本戒牒,寛 慶戒牒)の 書誌学的な研 究が行 われ,戒 牒

成立 に関する前後 関係 が明 らかになった ことである。

その他,中 島志郎 の 『梵僧指空到 研 究』,。1M。97(Lee,B・ung-w・ ・k)の 「指

空糾甘 禅朴な到 昇胡(AStudyonCharacterofJi-Gong'sZenBuddhism)『 六
4)

祖 壇 経』叫 司丑 暑 筈司 スト 」,河 廷龍 の 「『西天提納薄陀尊者浮屠銘 井序』

ol)対 選 一 考 察(AProofreading
,Translation&Com皿entaryonJi-Gong's

5)
Epitaph)」 な どが あ る。 さらに,『 韓 国仏 教学叢書』123巻 に は,指 空 に関す る

6り

研 究論文が揃 ってお り,情 報収集に容易 である。

中島志郎 の論文 は,氏 が留学時代 に書 いた ものであるが,こ れ をきっかけに
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指空の研究が活発 になったと言っても過言ではない。氏は,指 空の 『禅要録』

を分析 し,そ の思想 として,空 観に基づいた三学観について論及 したのである。

そ して。偲 岳(Lee,B・ung-W・ ・k)は,指 空の禅思想 と戒の実践観 が,真 空無

相にもとついていることを指摘 している。 また,河 廷龍は,碑 文の異本対照を

行い,原 文の資料価値 を高 く評価 している。指空の生涯については,以 上の論

文を通 して詳 しく知ることができる。

最近になり指空の研究は,聾 層ス}(Han,Sung-Ja)に よって新 しい展開を迎

えるようになった。重}碧ストは,「叫叫月暑 薯胡 薯 刃暑糾甘潮 里並瑚 州測
7)

(TheesotericAspectsofChi-Gong'sThoughts)「 『文 殊1市 利 菩 薩 無 生 戒 経』

暑 暑司 薯 ズ1苦糾甘到 望丑 瑚 刈測(『 文殊師利菩薩無生戒経』にお ける指空和

8)

尚の密教的な特徴)と いう,二 つの論文において指空の密教的な性格 を検討 し,

密教の戒と無生戒 に示 されている菩薩修行が一致 していることを証明 したので

ある。

一方
,日 本では1994年 から1995年 にかけて指空の事蹟に関する共同研究がな

され,龍 谷大学 『仏教文化研究所紀要』(33号/1994,34号/1995)に,二 回に分

けて記載された。北村高を主任とするこの研究では,指 空の碑文や 『朝鮮仏教

通史』などを引用 し,指 空のインドにおける活動 を詳細に考察する作業を行な

ったのである。これは,指 空が生存 していたとされる14世紀インドの状況を把

握 しようとしたもので,そ の時代背景が容易に理解できる。
9)

1997年 からは中国側の参加もあ り,〔韓中学術大会〕が開催 され,指 空を巡

って活発 に研究が行 なわれた。特にその学会では,指 空のインドにおける行跡

を中心に議論 されたのである。その時,発 表された論文は韓国で翻訳 され,
10)

『三大和 尚研究論文集』に載せられている。

ここまで研究史を述べてきたが,上 述のように,無 生戒より無生戒 を授けた

指空に関する研究が遥かに多いことが分かる。無生戒は,韓 国,日 本,中 国の

大蔵経の目録にも見当たらないため,文 献より人物の研究が先行 されたと考え

られる。では,以 上の研究成果を踏まえながら,無 生戒について考察 を始めよ

う。
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1無 生戒の普及と指空の足跡

従来の研 究成果を とお して分 かるように,無 生戒 の研究 において指 空 は,欠

かせ ない存在である。 その指 空の生涯につい ては様 々な研 究が な されてい るが,
11)

そ れ に もかかわらず,未 だ生没年代は明確で はない。指空の行跡が残 され てい

る記録 としては,次 のよ うな ものがある。

(1)1926年,関 漬 撰,「 指空禅 要録」,生 存 時記録

A.ソ ウル大学 図書館本

B.東 国大学 図書館本

(2)1951年,白 雲 述,「 辛卯年上指空和 尚頒」,生 存時記録

A.『 韓国仏教全 書』巻6,pp.659-660

(3)1378年,李 稿 撰,「 西天提納薄陀尊者 浮屠銘井序」死後記録

A.T51.982c-985c

B.『 朝 鮮金石総覧』上,pp.1283-1289

C.『 朝鮮仏教 通史』上,pp.353-361,〈 李 能和本>

D.『 退耕堂全 書』巻6,pp.353-361,〈 権 相 老本>

E.『 大 日本仏 教全書』116,pp.419-425

こ こでは幾つかの異本 が残 されている(3)李稿 の碑文 を中心 に眺め てい く。

指空(Stinyqdiya,禅 賢)は,14世 紀 前半 に中国の元,韓 国の高麗(918-1391)

を訪 れ,高 麗仏教界 に大 きな影響 を与えた人物 である。記録 による と,指 空 は

イ ン ドの王子 として生 まれ,ナ ーランダ寺 で修 学するこ とにな る。八歳 の時,

出 家 した指空 は,ナ ー ランダの律賢(Vinaya-bhadra)か ら五戒 を受 け,般 若 を

学 んだ。その時,指 空 は律 賢に 「諸仏 と衆生 と虚空の境界が何 か」 と訊 ね,律

賢 か ら 「有 で もない,非 で もない,真 般若が それである」 とい う答 えを得 た と
12)
い う。後か ら見る と,こ の問答 は指空の生涯 において思想的 な基盤 となる重 要

なエ ピソー ドである ことがわかる。なぜ な ら,本 稿 で紹介す る無生戒 こそ,般

若 思想 に基づいているか らである。つま り,指 空の般若思想 は,律 賢 か らの影
13)

響 が あ った と考え られ る。
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そ の後,指 空 は普 明(Samanta-Pranbhasa)の 所 へ行 き,印 可 を受けた。19

歳 の時 である。そ こで,初 めて指空 と呼 ばれ(以 前までは禅賢と呼ばれていた),

衆 生 を教化す るように命 じられた。指空 の長 い旅はそ こか ら始 まるのである。

彼 は,チ ベ ッ トに至 るまで21力 国に立 ち寄 り,様 々な民族 や宗教 に関する貴重
14)

な資料を残した。そ して,元 を経て1326年3月 に高麗に入 り,1328年9月 まで

滞在 した。高麗に入ってきた指空は,安 居を成 し,安 居が終わると遊行 した。

その指空の高麗における行跡の中で,何 よりも目立つのは,戒 壇を設置 し,多

くの人々に無生戒 を授けたことである。指空の 『禅要録』には,無 生戒を受け

るために,王 族はもちろん一般人に至るまで,一 日およそ千人万人にも及んだ
15)

と記されている。

ところで,無 生戒は律のように諸悪莫作を強調する戒条がないのが特徴であ

る。 しかし,当 時指空から無生戒を受けた人々は,飲 酒,肉 食 を断じ,な おか
16)

つ悪い風俗 までなくなったと 『高麗史』は書き記している。それほど無生戒の

影響力は大 きかったのである。

では,無 生戒には具体的にどのような特色があるのだろうか。「無生戒牒」

および無生戒の内容について検討してみよう。

2「 無生戒牒」について

「無生戒牒」は,1992年 海印寺の金銅毘盧遮那仏から発見 された腹蔵遺物の
17)一つである

。その腹蔵遺物に関 しては,1997年 発刊 された資料集に詳しく紹介

されている。それを参考にしながら 「無生戒牒」の特徴を調べ ることにする。

刊記によると 「無生戒牒」は,1326年(高 麗忠粛王13年)に 製作 されたもので

ある。紺紙金泥で書かれてお り,サ イズは縦8,3cm横6.4cmで ある。また,

五色(青,黄,赤,白,紺 青)の 布で作 られた縦14cm横8cmの 小袋があり,そ

の中に 「無生戒牒」が入っていた。そ して表紙には,金 銀泥の宝相華文が綺麗

に装飾 されていた。戒牒の形態を見ると,総16丈 の折帖本であ り,毎 丈6行,

1行10-12字,高 麗時代の写経体に天地単線が引いてある。1,2丈 には,繊

細な変相図が描かれており,蓮 華座の上に仏菩薩を登場させる構図である。仏
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菩薩の前 にはテーブルがあ り,そ の上 には供養物 などが置い てあ る。その前 に

正座 をし,合 掌 している者がい るが,帽 子 を被 ってい る姿 か ら見て,こ の人が
18)

指空であると判断される。

サイズから見て 「無生戒牒」は,小 さくて普段の携帯用 として作 られたもの

である。また,受 戒者の正確な名前が残っていることから,無 生戒を受けた誰
19)

かが仏像を作る時に,自 分の物を腹蔵品として差 し入れたと考えられる。特に,

ここで注 目すべ きことは,「無生戒牒」が腹蔵遺品として発見されたというこ

とである。一般的に腹蔵品として発見されるものには,『法華経」,『華厳経」,

『金剛経』などの経典が多い。 しか し,海 印寺の毘盧遮那仏の腹蔵からは,

「無生戒牒」 と信者のものと見 られる服装が幾つか発見されただけである。つ

まり,経 典の代わりに 「無生戒牒」があったわけである。戒牒が腹蔵遺品とし

て発見されたことか ら,戒 律がその時代に重要な課題であったことが窺 える。

さらに,そ の戒牒が無生戒であったことは,毘 盧遮那仏が造 られた高麗時代 に
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はすでに無生戒が普及されていたことを示す明確な証拠 といえる。尚且つ,朝

鮮半島を体表する海印寺で,発 見されたことについても注 目すべきであろう。

次は,復 元 した原文の内容を紹介する。

原文

文殊最上乗無生戒法

夫無生戒者、建千聖之地、生

萬善之基。基地不螢、聖善

何立。如蒸沙之作飯、量有

成時。似刻糞而求香、終無得

理。欲渡苦海、必假慈航、擬

破昏衡、須然慧炬。所以一切

衆生、不受此戒法者、欲成佛

道、無有是庭。此戒法中、一切

有形無形、皆鷹受持。是故

毘盧遮那親宣、

文殊菩薩伝授、諸佛由菰成

道。菩薩頼此、因圓除煩悩

之清涼、嚴法身地ヨ嬰路。於此

戒内、不分有情無情、皆能成

就無漏法身。若有善男信

女、欲受戒者、不得愛身 ・捨

身 ・有心 ・無心。若愛身者、即堕

邪魔、若捨身者、即名外道、

若以有心受者、即績生死、若

以無心受者、即入断滅、若以性

相倶受、不能成就。此戒法者、本

来無一、無凡無聖、亦無善

無悪。若有比丘 ・比丘尼 ・優

婆塞 ・優婆夷、依此行者、皆

得受持。
一受浄信四蹄依。

蹄依佛無形。

蹄依法無生。

蹄依僧無諄。

蹄依最上無生戒。

二俄除諸三業罪。

本来清浄道、

早謹佛菩提。

現代語訳

文殊最上乗無生戒法

無生戒は千聖を建てる地であり,萬 善を生み出

す基である。基地を営まないで,聖 が立つだろう

か。これはまるで沙を蒸 してご飯を作るようなも

のである。どうして成す時があるのだろうか。糞

を刻んで香を求めるようであって,決 して理を得

ることはない。苦海を渡ろうとすれば,必 ず慈悲

の航船を借 り,暗 い道を明かそうとすれば,智 慧

の灯を燃やすべきである。一切衆生がこの戒法 を

受けなければ,佛 道を成就 しようとしても得るも

のがない。この戒法中では,一 切の有形無形 とい

ったすべてが磨に受持すべ きである。その故,毘

盧遮那が自ら説いて,文 殊菩薩が伝授させ,諸 仏

がこれによって成道したのである。菩薩はこれを

頼 りにし,そ れによってあまねく煩悩を除いて清

涼となり,法 身地を瑛路によって荘厳 したのであ

る。

この戒の内では,有 情無情を分けず皆能 く無漏

法身を成就する。若 し善男信女がいて,受 戒 した

い と思ったならば,愛 身 ・捨身 ・有心 ・無心を得

ることはない。若し愛身者ならば,即 ち邪魔に堕

ち,若 し捨身者ならば,即 ち外道と名づけられ,

若 し有心を持って受戒したならば,即 ち生死が続

き,若 し無心を持って受戒したならば,即 ち断滅

に入り,若 し性相を共に受戒すれば,成 就するこ

とは出来ない。この戒法は本来一つではない,凡

でもない聖でもない,ま た善でもない悪でもない。

若し比丘 ・比丘尼 ・優婆塞 ・優婆夷がいて,こ れ

(戒)に よって修行するならば,皆 受持すること

ができる。
一つ目は

,清 らかな信心を持って四鋸依を受け

ることである。

無形の仏に帰依 します。

無生の法に帰依します。

無諄の僧に帰依します。
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為迷無所知。

造罪無邊量、

受此煩悩身。

我今求哀戯、

早謹佛菩提。

三、襲弘誓六大願。

一者
、一切衆生未成佛、我亦

不登正覚。

二者、一切衆生、所有諸煩'

悩、我皆代受。

三者、一切衆生、所有諸昏

愚、令得明智。

四者、一切衆生、所有諸災

難、令得安隠。

五者、一切衆生、諸貧唄痴、

令作戒定慧。

六者、一切衆生、悉皆與我、

同登正等覚。

四、最上乗無生戒。

衆善不修、諸悪不造。

右條具前、如法精持、一歴耳

根、皆謹菩提、思惟修習、永作

舟航、同出迷津、齊登覚岸。

如斯勝利、廣大無窮。祝延

皇帝聖壽万歳、

太子諸王壽笄千秋、

皇后皇妃金枝永茂、

国王殿下、福壽無彊、文武

官僚、高遷緑位、天下大平、

風調雨順、国泰民安、

佛日増輝、

法輪常輻者

泰定三年八月 日

受戒弟子覚慶

如来遺教弟子傳授一乗戒法

西天禅師 指空

最上無生戒に帰依 します。

二つ目は,諸 の三業罪を俄除することである。

本来清浄なる道は,迷 妄であるために知 ら

ず,無 邊量の罪を造 り,煩 悩の身を受けま

した。私は今哀れんで俄悔を求め,速 やか

に仏菩提を讃得 したいと思います。

三つ目は,六 つの大誓願を起 こすことである。

一は
,一 切衆生が成仏 しなければ,私 は正

覚に登 りません。

二 は,一 切衆生のあらゆる煩悩を我が皆代

りに受けます。

三 は,一 切衆生のあ らゆる昏愚を明智にさ

せます。

四は,一 切衆生のあ らゆる災難 を安隠にさ

せます。

五は,一 切衆生の貧唄痴 を戒定慧に作 り変

えさせます。

六は,一 切衆生 を皆私 と同じ正等覚に登 ら

せます。

四つ目は,最 上乗無生戒である。

衆善を修めず,諸 悪 も造 りません。

以上の条項を備えて進み正 しく精持すれば,
一 度耳根 に入ると皆菩提 を得

,思 惟 し修習すれ

ば,永 く船で渡航し,共 に迷津から出て斉 しく

覚岸 に登る。このような勝利 は,広 大であ り,

無窮である。

祝延 します。皇帝の聖寿が万歳になるように,

太子諸王の寿命も千寿になるように,

皇后皇妃の金枝玉葉が永 く茂るように,

国王殿下の福 と寿命が無窮 し,文 武官僚は高

い地位 になるように,

天下が大平 し,風 雨は順調になるように,

国家は泰平 し,人 民が平安するように,

仏 の智慧はさらに輝 き,法 輪が常に伝えられ

るように。

泰定三年八月 日 受持弟子覚慶

如来遺教弟子傳授一乗戒法

西天禅師 指空
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「無生戒牒」 本文 の最後 に は,1326年(泰 定三年八月)受 持弟子覚慶 と書 い

てある。そ して,如 来遺教弟子傳授 一乗戒法,西 天禅師 と書いてお り,指 空 の

署名があ る。 この筆跡 は,指 空本人の直筆 であると考 えられる。なぜ な ら,こ

の 「無生戒牒」 は指空が高麗 に滞在 していた問(1326年3月 一1328年8月)に 製

作 され たものであ り,ま た,本 文 の書体 と違 う文字で書かれているため である。

指空の署名の後 には,落 款が金泥 で押 されてお り,梵 文が書いてある。梵文 の

内容 については鑑定で きないが,指 空が書いた もの としか考 えられない。
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評価されている。その 『無生戒経」 と 「無生戒牒」はほぼ一致 している部分が

あ り,『無生戒経」の重要な部分だけを抜粋 して 「無生戒牒」を作成 したこと

全体模様]

この 「無生戒牒」の内容は 『無生

戒経」に基づいており。『無生戒経」

は 「無生戒牒」とともに高麗をとお

して初めて伝えられたものである。

『無生戒経』は指空訳 となっている

が,原 本は見当たらず,3巻 の漢本

のみ伝わっている。最近の研究では,

『無生戒経』が密教的な要素 を持 ち

ながらも,般 若経系統の経典 として
21)
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が確認できる。では,「無生戒牒」の受戒儀 を検討 し,無 生戒 に含 まれている

思想について考察する。

3無 生戒の受戒儀 について

従来の受戒儀式は,仏 教徒の入門儀式 として複雑に見える面がある。これに

対 して,無 生戒の受戒儀は簡潔である。帰依 を終え俄悔をし,誓 願を立てて戒

を受けるという順序 になっている。この構造は,敦 煙本 『六祖壇経』における

無相戒の受戒儀 に非常に類似する。これに関しては,中 島志郎 と。園 辛(Lee,
22)

B・ung-W・ ・k)に よ ってす で に検討 され たが,こ こで改 めて紹介 す る。無 生戒

の受戒儀 と無相戒 の受 戒儀 を比較 し,要 約す る と次 のようになる。

表[無 生戒と無相戒の受戒儀]

無相戒

受戒儀

無生戒

受戒儀

(ユ)帰 依自三身仏(三 昌)→ 法身 ・化身 ・報身の自性三身仏に帰依する。

(2)四 弘誓願(三 昌)→ 自心衆生,自 心煩悩,自 性法門,自 性仏道を前提とし

て誓願を立てる。

(3)無 相俄悔(三 昌)→ 前念 ・今念 ・後念 ・念々の悪業を消すため無相俄悔を

する。

(4)自 性三帰戒(三 昌)→ 自性の三宝に帰依する。

(5)般 若波羅密法→般若波羅密法を得る。(T48.339b)

(1)四 露依→三帰依(蹄 依佛無形。蹄依法無生。露依僧無謳)に 無生戒が追加

された形である。

(2)俄 悔→身 ・口 ・意の三業を消し,解 脱したいことを願う内容である。

(3)誓 願→六つがあり,何 れも一切衆生のために生きてい く菩薩としての大誓

願である。

①一切衆生未成佛,我 亦不登正覚。②一切衆生,所 有諸煩悩,我 皆代受。

③一切衆生,所 有諸昏愚,令 得明智。④一切衆生,所 有諸災難 令得安隠。

⑤一切衆生,諸 貧唄痴,令 作戒定慧。⑥一切衆生,悉 皆與我,同 登正等覚。

(4)最 上乗無生戒→衆善不修,諸 悪不造。

表のように無生戒の受戒儀は,大 きく分 けて(1)四 帰依(2)俄 悔(3)誓 願

(4)最 上乗無生戒の4つ の手順になっている。それを説明すると,ま ず(1)四 帰

依は,三 帰依に無生戒が追加された形で,無 形の仏,無 生の法,無 讃の僧に帰

依することである。無形の仏は法身を,無 生の法は無生法忍を,無 讃の僧は和
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合僧伽を指す。この三宝に無生戒を加えて四蹄依になるのである。三宝に無生

戒を加えたのは,無 生戒の価値 を高 く評価 し,位 置づけるためであると考えら

れる。一方,無 相戒の受戒儀では,法 身 ・化身 ・報身の自性三身仏 に帰依する

帰依自三身仏を説 く。柳田聖山は,敦 焼本 『六祖壇経』の受戒儀の特徴がここ

にあると強調する。つまり,三 身を自らの法身に帰一させるのである。 さらに,

菩薩 としての受戒を単純に禅の立場で統一させようとしたのが,慧 能の無相戒
23)

であると特徴づけている。

(2)三 業の俄悔は,大 乗戒の受戒儀式ではよく見 られる場面である。機晦を

通して身 ・口 ・意の三業 を浄化 させるのは,業 障に障れることなく修行に進み,

仏菩提 を得るためである。これに対 して,無 相戒の受戒儀では,誓 願 ど戯悔の
　　　

順序が変わっており,意 業を消すための無柑戯悔を説 く。無相戒や無生戒は,

戒の精神を強調する自誓受戒に類似 しているが,『 梵網経』の自誓受戒では俄
　

悔 した後に,誓 願を立てるように説かれている。無生戒の受戒儀が 『梵網経』

の自誓受戒に従っていることが分かる。

(3)無 生戒の誓願には,一 切衆生のために生 きてい く菩薩としての大誓願が

具体的に述べ られている。衆生済度という行為 は,菩 薩の実践修行であるから,

菩薩道の誓願が広 くなるほど成仏道に近づ くことになる。しかし,無 相戒では

自性 を前提 とする四弘誓願 を立てている。表[無 生戒 と無相戒の受戒儀]で 分か

るように,敦 煙本 『六祖壇経』の無相戒はすべて自性清浄心に基づいて説かれ

ている。つまり,無 生戒と無相戒は,自 性清浄心に辿 り着 く為の方便 と言える。

特に,無 生戒では善悪の混乱から離れ,両 方とも否定する方法を用いて自性清

浄心に回帰させるという展開を示している。

(4)最 上乗無生戒には 「衆善不修,諸 悪不造」という極めて急進的な戒が提

示されている。これは守るべ き戒律とは言えない。禁戒の性格 を全 く持ってい

ないからである。手短にいえば,戒 律の実践徳目を否定しているのである。

敦燈本 『六祖壇経』の無相戒では自性清浄心に基づいた自性三帰戒を説いて

いるが,そ の他,徳 異本(1290)と 宗宝本(1291)『 六祖壇経』には,無 生戒の
　の

ように 「不思善,不 思悪」という革新的な内容が主唱されている。『慧能研究』
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の五本対照本から検討 してみると,慧 明が慧能に法 を求める場面において 「不

思善,不 思悪」が説かれている。これは徳異本 と宗宝本のみ確認できる。いず

れも勧善ではなく,善 悪から離れるという内容である。 したがって,無 生戒と

無相戒が同じ思想に基づいて成立されたことが十分に考えられるのである。

さて,「無生戒牒」では,無 生戒を受戒するために,愛 身 ・捨身 ・有心 ・無心

を持 ってはいけないと述べている。なぜなら,愛 身すれば,邪 魔に堕ちること

にな り,捨 身すれば,外 道となる。また,有 心を持って受戒 したら生死が続き,

無心を持 って受戒したら断滅に入るからである。つ まり,無 生戒を正 しく受け

るためには,中 道を守らなければならない。肉体 と精神が,相 互対立する極端

な立場にとどまることを無生戒は警戒するのである。なお,『無生戒経』では,

無生戒が無生法忍であると説 く。『無生戒経』から簡単な例を引 くと,「無生戒
27)

とは,諸 世尊一切如来の無生法忍である」という表現がある。それが 「無生戒

牒」には,「本来無一,無 凡,無 聖,無 善,無 悪が無生戒である」 と説かれて

いる。いわゆる,般 若否定の論法を用いて無生戒を強調するのである。これ も

また中道の教えであり,凡 と聖,善 と悪を対称 して説明のするである。あらゆ

る物事 を把握 し実践する時に,偏 る見方をしてはいけないことを説 くのである。

このように,無 生戒の背景には,般 若思想や中道の意味が含まれている。

ところが,戒 律 に関する認識の変化をもた らした無相戒および無生戒の典拠
28)

は,『諸法無行経』から探ることができる。『諸法無行経』は,般 若の立場にお

いて戒律 を否定 し,大 乗究極の中道実相を説 き示す経典である。内容面におい

ては,ま ず下記のAの ように般若思想に見られる否定の論法を使って空観を説
29)

く。そ して,浄 威儀菩薩の物語を紹介 し,衆 生教化のためなら形式的な戒律に

は縛 られなくてもよいと説 く。つまり,菩 薩の行為は,衆 生教化のみ と強調す

るのである。
30)

A.無 空鉦an相 無生無無生,無 滅無往来。
31)

B.若 菩薩見一切衆生即是浬榮性。則能畢滅業障之罪。
32)

C.見 一切善不善法,虚 証不實,如 幻如夢,如 影如響如焔。

Bは,仏 が文殊菩薩に業障を消す法を説 く場面である。一切衆生に浬桑性が
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あ ることを知 る と,業 障が な くなるこ とを説 く。Cは,善 不善法 を区別する こ

とは,無 常 な ことである とし,さ まざ まな比 喩を挙 げている。 つ ま り,戒 律 の

形式的な面 を否定 し,善 悪 の分別 を警戒 する立場 を取 っている。 この 『諸法無

行経』 は,『 六祖壇 経』 におい ては徳異本(1290)と 宗 宝本(1291)の 「不思善,

不 思悪」へ,さ らに 「無生戒牒」(1326)の 「衆善 不修,諸 悪 不造」へ と繋が

る。 日本 では,最 澄(767-822)の 『顕戒論』(820)に 引 用 され,大 乗仏教戒壇

の設立 に重要 な典拠 となったのであ る。

では,な ぜ指空 は,こ の ような戒 を高麗 の人 々に授 けたのか。指空 の 『禅要

録』 には,次 のように語 られている。

師(指 空)云 う,戒 とは,凡 で もない聖 で もない。性 で もない,相 で も

ない,有 で もない無 で もない。 また,身 で も心で もない。善で も悪 でもな

い。 これが即 ち戒 である。……師云 う,も し善 を修 めれば,人 天の果 を受

ける ことにな り,も し悪 を犯す と,輪 廻 の報 に堕ち ることにな る。それ故,
33)

善悪の二途は,道 法の實理ではない。r禅要録』

善は人天に,悪 は輪廻 に果を残すため,両 方とも道法の實理ではないという

のが,指 空の教 えである。「無生戒牒」のように,六 道輪廻 を否定 し,そ こか

ら離れることが本当の目的であると指空は説明する。つまり,善 か らも悪から

も離れることが無生戒を受けることと同じであり,無 生法忍を得て,自 性清浄

心に回帰することとなる。そしてこれが無生戒の最終目的になるのである。

このような無生戒を指空が高麗において強調 したのは,高 麗仏教界の混乱に,

その問題があったと考えられる。鄭濟奎は 『高麗後期在家佛教信仰研究』にお

いて,高 麗の時代状況 を次のように述べている。

このように,高 麗後期の仏教界は,す でに多くの問題点を抱えていた。

従って,こ の時期 には,仏 教の政治的な影響力はもちろん,宗 教信仰とし

ての役割も自然に縮小 された。 しか し,修 禅社,白 蓮社などの信仰結社を

始め,現 実克服の努力が着実に続けられた。当時の高僧大徳たちは,大 変

な時期を乗 り越えるため,新 しい思想 を強調 したのであり,こ れを在家信
34)

者たちが受容 しなが ら問題点を解決 していったのである。
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仏法の混乱は,戒 律の混乱か ら生 じる。このように,高 麗末期の仏教界が沈

滞 してお り,僧 侶たちは混乱の時期を乗り越えるため,新 しい思想を取 り上げ

強調するようになった。その時,高 麗に滞在 していた指空も,そ れに加えて新

しい提案 として無生戒を提示したと考えられる。慧能(638-713)が 無相戒を用

いて新 しい思想を提示 したように,最 澄(767-822)が 日本で大乗戒のみによっ

て授戒 したように,指 空(?-1363)は,高 麗において無生戒を提示 し,時 代的

な混乱を克服するために努力 していたのである。

お わ り に

以上,無 生戒の受戒儀を把握するため,海 印寺で発見された 「無生戒牒」を

用いて検討を行った。そ して,無 生戒を広 く流布させた指空の足跡 と 「無生戒

牒」 を紹介 し,受 戒儀の内容を通 じて思想のもとを論及 してきた。その結果を

まとめて結論づける。

指空(Stinyqdiya,禅 賢)は,14世 紀前半に中国の元,韓 国の高麗 を訪れ,仏

教界に大 きな影響を与えた人物である。指空の行跡の中で重要な点は,戒 壇を

設置 し,多 くの人々に無生戒を授 けたことである。その無生戒は 撫 生戒経』

に説かれてお り,そ の経典の重要な部分だけを抜粋 して受戒の時に配ったのが

「無生戒牒」である。

無生戒の受戒儀は(1)四 蹄依(2)戯 悔(3)誓 願(4)最 上乗無生戒の手順にな

ってお り,『六祖壇経』の無相戒受戒儀と類似な構造 を持っていることが確認

された。無生戒は 「衆善不修,諸 悪不造」であ り,そ れに相当する経句が,徳

異本 と宗宝本 『六祖壇経』 の 「不思善,不 思悪」である。そして,そ の無生戒

の典拠 として挙げられるのが 『諸法無行経』である。形式的な戒律 を否定 し,

善不善 を区別 しない 『諸法無行経』は,様 々な戒経 に影響を与えたと思われる

が,禅 文献においては 『六祖壇経』への影響が取 り挙 げられる。そ して,無 相

戒の影響 を受けたのが,本 稿で扱った無生戒といえる。

思想面において,無 生戒は般若思想や中道の意味が含まれていた。「無生戒
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牒」では,般 若否定の論法を用いて無生戒を強調 しており,偏 る見方をしては

いけないことを強調 しながら中道思想を説き示している。そして,こ のような

無生戒が高麗で広がったのは,当 時仏教界が沈滞しており,活 力を与える何か

が必要であったためである。その手段 として,当 時には無生戒が適していたと

言 えるのである。
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